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 第７章は結言で、本研究のまとめをおこなった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年のエネルギー・環境・資源への社会的な関心の高まりは、クリーンで利便性の高い電気自動車への期待
と共に、産業構造をも変化させうる駆動力を持っている。本論文の著者は、電気工学、機械工学、材料科学お
よびこれらをシステムとして実践的に融合させることによって、電気自動車の省エネルギー性、利便性に関す
る研究を行い、その成果を全７章に纏めている。 
 第１章では、本研究の背景および目的について述べている。 
 第２章では、車両のコーナリングでのエネルギーロスを低減させる「操舵装置」、および減速時のエネルギー
損失を有効に使う「電動車のキャパシタによる回生システム」の要素技術を開発し、これらの要素技術の省エ
ネルギー性を試作機を用いて実証している。 
 第３章では、レンジエクステンダ （ーRXT）システムに注目し、けん引式発電機と電気自動車を試作・検証し、
省エネと連続走行が可能なシステムとしては近年注目を浴びているプラグインハイブリッドよりも燃費性能が
優れていることを明らかにしている。 
 第４章では、電気自動車が高効率な移動体であることを実証する目的で、単３型アルカリニッケル・マンガ
ン亜鉛乾電池を用いて電気自動車（搭乗者１人）を設計し、全ての構成要素を高効率とし、最適化することに
よって最高速度105.95㎞/hの世界記録を達成した結果について述べ、電気自動車が高効率な移動体であること
実証している。 
 第５章では、この電気自動車の電源システムの詳細について述べ、電源システムの全性能を支配する因子は、
電池の内部抵抗であることを明らかにしている。 
 第６章では、電気自動車への投入電力、直流モータ定数、車両走行時の種々の抵抗パラメータと電気自動車
の加速度、速度の関係式を導出している。また、この式を第４章の走行テスト時の測定結果に適用し、その妥
当性を見事に実証している。電気自動車は、投入電力を簡単に電圧・電流から測定出来るため、この結果は、
設計段階における車両性能の予測を容易に可能にし、電気自動車の普及に貢献するとともに、車両搭載コンピ
ュータとカーナビゲーションの併用によって、走行履歴・充電状態から、車両走行可能距離等の情報をリアル
タイムで運転者に与え得ることを示した成果であるといえる。 
 第７章では、本研究で得られた結果を総括している。 
 以上のように、本論文の著者は、電気自動車の高効率性、利便性を見事に実証し、電気自動車工学とも呼ぶ
べき複合工学分野を切り開く端緒となる可能性をもたらしたといえる。よって、本論文の著者は博士（工学）
の学位を授与するに値するものと認める。 
